
 

 

住宅改修に係る償還払い方式に関する手続きの留意事項について 

 

令和 7年 3月 

 

住宅改修は、病院や施設に入院・入所中であっても、高齢福祉課に事前の確認（事前申請を行

い、着工の許可を得る）を行えば、「償還払い方式」の利用に限り、住宅改修を行っても差し支え

ありませんが、住宅改修費の支給申請時に、当該被保険者が病院や施設を退院・退所し、自宅に

戻っていなければ申請はできません。 

つきましては、住宅改修に係る償還払い方式に関する手続きについて、下記のとおりといたし

ますので、十分にご留意いただきますようお願いします。 

 

記 

 

１ 留意事項 

（１）施設等へ入所等をしている被保険者が「償還払い方式」にて住宅改修を行い、住宅改修費

の支給申請を行う際には、介護支援専門員等が、当該被保険者が施設等から退所し自宅に戻

ってきたことを必ず確認すること。 

（２）被保険者が、住宅改修費の支給申請を行った提出日以前に病院や施設から退院・退所し自

宅に戻ってきた事実を確認できない場合、住宅改修費の支給は一切認めない。 

  例）7/21に施設を退所予定だったため、7/31に支給申請書を市に提出したが、実際の施設退

所日（自宅に戻ってきた日）が 8/1 以降だった場合（退所の事実確認を行わずに支給申

請をした）。 

 

２ その他 

（１）介護支援専門員は、住宅改修は在宅サービスであることを十分にご留意のうえ、被保険者

やその家族の支援を行うよう努めてください。 

 

 

 

 

 

資料 11-２ 

日光市健康福祉部高齢福祉課介護サービス係 

TEL：21-5100 FAX：21-5105 

MAIL：nikko-kaigorenraku@city.nikko.lg.jp 

 


